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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月5日(2021.1.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　前記少なくとも１つの噴霧ノズル（１０２ａ～１０２ｈ）及び前記ハウジング（１０４
）または起動手段（１０６）の作動要素（１０７ａ）の導電部分における電流強度及び／
または電圧の分析を行い、これらの測定値と基準値との比較を行う、ことを特徴とする、
請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項９】
　前記噴霧器（１０１）は前記液体タンク（１１０）に加えて別の液体タンクを備え、前
記噴霧器（１０１）は前記送出装置（１１１）に加えて別の送出装置を備え、前記送出装
置（１１１）及び前記別の送出装置と前記少なくとも１つの噴霧ノズル（１０２ａ～１０
２ｈ）との間には混合装置が配置され、前記混合装置内で所定の組成の混合液が作成され
るように、前記送出装置（１１１）の送出体積と前記別の送出装置の送出体積を制御する
、ことを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【請求項１３】
　前記高電圧発生器（１０９）の起動の前に前記噴霧器（１０１）の起動を行う場合、前
記少なくとも１つの噴霧ノズル（１０２ａ～１０２ｈ）を非作動位置（Ｒ１０２）から作
動位置（Ａ１０２）に移動させ、前記少なくとも１つの噴霧ノズル（１０２ａ～１０２ｈ
）及び／または前記ハウジング（１０４）はこのために動かされ、かつ／または、少なく
とも１つのハウジング部分、特にスライドは前記噴霧ノズルに対して動かされる、ことを
特徴とする、請求項１１または１２に記載の方法。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１４】
　前記高電圧発生器（１０９）の作動停止の後に前記噴霧器（１０１）の作動を停止する
場合、前記少なくとも１つの噴霧ノズル（１０２ａ～１０２ｈ）を作動位置（Ａ１０２）
から非作動位置（Ｒ１０２）に移動させ、前記少なくとも１つの噴霧ノズル（１０２ａ～
１０２ｈ）及び／または前記ハウジング（１０４）、少なくとも１つのハウジング部分は
このために動かされる、ことを特徴とする、請求項１１または１２に記載の方法。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　噴霧器１０１及び高電圧源１０９は起動手段１０６を介して起動可能であり、起動手段
１０６は電気式ボタン１０７で構成される。この場合、ボタン１０７の作動要素１０７ａ
は導電性であり、噴霧ノズル１０２ａ～１０２ｈに対して反対極として構成される。ボタ
ン１０７は噴射のために継続した時間押す必要があるので、このようにして、使用者を確
実に噴霧器１０１の基準電位にしっかりと接続して、使用者の帯電を回避する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、図１及び２から明らかなように、ハウジング１０４は、把持部１２８、ヘッド部
１２９、及び把持部１２８とヘッド部１２９の間に配置された中間部１３０を備えており
、噴霧ノズル１０２ａ～１０２ｈはヘッド部１２９に配置され、送出装置１１１は液体タ
ンク１１０と噴霧ノズル１０２ａ～１０２ｈとの間に配置される。
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